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令和９年度介護報酬改定に向けた要望

介護サービスの提供基盤の確保と介護の質の維持・向上に向けて

～介護福祉士の専門性を活かした制度設計の推進～
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日本介護福祉士会
令和９年度介護報酬改定で実現を求める事項

１ 経営基盤の安定化と介護人材の確保
基本報酬の十分な引上げ、継続的な処遇改善、物価高騰への対応を実現すること

２ 介護福祉士を中核とした多様な介護人材が協働する体制の評価
チームケア、人材育成、虐待防止・身体拘束廃止等を担う中核人材の配置と機能を介護報酬上評価すること

３ 地域の実情に応じたサービス提供体制の確保
中山間・人口減少地域等を含め、全国どこでも必要な介護サービスが確保される仕組みを整備すること

４ 専門的な介護実践の適切な評価
尊厳の保持と自立支援を実現する介護福祉士等の専門的な役割・機能を評価する仕組みを検討すること

利用者の尊厳と自立支援を基本に、必要なサービスの確保と
介護の質の維持・向上を両立する介護報酬改定を求めます
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日本介護福祉士会
令和９年度介護報酬改定で実現を求める事項

１ 経営基盤の安定化と介護人材の確保

■ 基本報酬の十分な引上げ

介護サービスを安定的・継続的に提供
できる経営基盤を確保するため、基本報
酬を十分に引き上げること

■ 介護従事者の継続的な処遇改善

全産業と遜色のない賃金水準の実現に
向け、毎年の賃金改善と人材確保に必
要な支援を講じること

■ 物価上昇への適切な対応

物価動向を踏まえた毎年の対応と、前
回改定以降のコスト増への必要な支援
を行うこと

厚生労働省．賃金構造基本統計調査による介護職員の賃金について
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日本介護福祉士会
令和９年度介護報酬改定で実現を求める事項

２ 介護福祉士を中核とした多様な介護人材が協働する体制の評価

今後、外国人介護人材や介護助手等、多様な人材が介護現場を支える中で、介護の質を確保するためには、
一定の経験と専門性を有する介護福祉士が中核的な役割を担う体制が重要である。

【中核的な役割の例】
・ 虐待防止・身体拘束廃止、権利擁護の推進
・ 介護過程の展開と専門的な介護実践の推進
・ 多様な人材の役割分担、業務調整、人材育成
・ ICT等の活用による業務改善と介護の質の確保

【求める対応】

中核的な役割を担う介護福祉士の配置と機能を制度上明確にし、その体制を介護報酬上評価
すること
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日本介護福祉士会

・ 養介護施設従事者等による虐待事案は増加傾向にあり、虐
待防止や身体拘束廃止を実効性あるものとする必要がある
・ これらを実効性あるものとするためには、介護現場において

倫理観及びコンプライアンス意識を備えた専門職が中心とな
り、組織的に取組を推進する体制を確保することが重要
・ 介護福祉士は、専門的知識・技術に加え、倫理観及びコンプ

ライアンス意識を基盤とする国家資格であり、介護職チーム
の中核的役割を担う専門職

例）虐待防止・身体拘束廃止、権利擁護の推進

虐待防止・身体拘束廃止を実現する体制の確保

（介護福祉士を中心としたリーダー配置）
各施設・事業所において
•虐待防止
•身体拘束廃止
•倫理・法令遵守の推進

を担う介護福祉士リーダーを配置する体制を制度上位
置づけ、その体制の確保を介護報酬上評価する仕組
みを設けること

厚生労働省．令和６年度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護
者に対する支援等に関する法律」に基づく対応状況等に関す
る調査結果

令和９年度介護報酬改定で実現を求める事項

２ 介護福祉士を中核とした多様な介護人材が協働する体制の評価
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日本介護福祉士会
令和９年度介護報酬改定で実現を求める事項

２ 介護福祉士を中核とした多様な介護人材が協働する体制の評価

中核的な役割について、業務として位置付けら
れている施設・事業所では、その中核的役割を
担う者のほとんどが介護福祉士有資格者

約3分の1の施設・事業所では中核的役割が業

務として明確に位置付けられていない、または
位置付けが不明

日本介護福祉士会．介護福祉士が実践している中核的役割と機能 令和7年10月

■ 中核的役割が業務として位置付けられているか
n=119

■ 業務分担として位置づけがある場合に、役割・機能を
担っているのは誰か
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日本介護福祉士会
令和９年度介護報酬改定で実現を求める事項

３ 地域の実情に応じたサービス提供体制の確保

中山間・人口減少地域等では、利用者の減少や居住地の分散により、サービス提供の効率化が難しい状況にあ
る。特に訪問介護では、移動時間や移動コストの負担が大きく、人材確保も困難な中、事業所の経営やサービス
提供体制の維持が課題となっている。

【求める対応】

中山間・人口減少地域等においても、訪問介護をはじめとする必要な介護サービスが継続して提供
されるよう、地域の実情やサービス提供の特性を踏まえた適切な評価を行うこと
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日本介護福祉士会
令和９年度介護報酬改定で実現を求める事項

４ 専門的な介護実践の適切な評価

介護は、単に日常生活上の行為を手助けするものではなく、利用者の意思や生活歴、心身の状況等を踏まえ、
本人の望む暮らしの実現を支援する専門的な営みである。

【介護福祉士等が担う専門的な介護実践】
・ 利用者の生活課題を把握し、介護過程を展開すること
・ 認知症の人の意思や行動の背景を理解し、生活を支援すること
・ 残存能力を活かし、生活機能の維持・向上を支援すること
・ 看取りや状態変化への対応、多職種との連携を行うこと
・ 利用者の権利を擁護し、尊厳を保持すること など

【求める対応】

介護福祉士等による専門的な介護実践と、それを支える体制が適切に評価される介護報酬体系を
検討すること
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